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・ ７月のドイツの製造業受注は前月比＋4.6％と力強く反発し、過去２ヶ月の大幅な落ち込みを取り戻し

た。内外受注の内訳は、国内受注（同＋1.7％）と輸出受注（同＋6.9％）が揃って３ヶ月振りに増加。

輸出受注では、非ユーロ圏向け（同＋9.8％）の回復が顕著（ユーロ圏向けは同＋1.7％）。財種別に

みた非ユーロ圏向け輸出受注は、資本財（同＋14.6％）の伸びが突出。ユーロ圏外の海外向け大型受

注案件が同月の受注改善を強力に後押ししたことが窺える。ただ、その他輸送機器を除く資本財も同

＋3.2％と２ヶ月連続で堅調に増加しており、大型案件以外も総じて堅調な受注拡大が示唆される。 

・ 特殊要因があったにせよ4-6月期の成長率がマイナスに転落、マインド統計の全般的な軟化、先月の受

注統計の大幅悪化など、このところドイツ景気の減速を示唆する指標が相次いできた。各種のサーベ

イ調査で輸出受注判断が悪化基調にあり、目先の輸出回復の勢いは期待できない。ただ、今回の受注

統計の反発でドイツ景気のモメンタムが維持されていることが確認。足許でユーロ高基調が反転して

いること、ウクライナ東部の停戦に向けた取り組みが徐々に動き出したこと、米国を中心に海外景気

の順調な回復が続いていることを踏まえれば、ドイツの輸出環境は徐々に上向いてくると考えられる。 

■ドイツ：製造業新規受注（季調値） ■ドイツ：輸出受注と財輸出

注：財輸出と輸出受注は３ヶ月移動平均の前年比。

出所：ドイツ連邦統計局 出所：ドイツ連邦統計局、Ｉｆｏ
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■ドイツの製造業受注（季節調整値、実質、前期＜月＞比、％）

2013 2014 2013 2014
3Q 4Q 1Q 2Q 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

製造業受注計 1.6 2.2 0.1 -0.4 0.1 0.0 1.0 -2.7 3.2 -1.7 -2.7 4.6

資本財 1.9 0.4 1.2 0.2 1.4 -1.2 0.7 -3.3 4.3 -0.9 -5.7 8.5
資本財（除くその他輸送機械） 0.5 1.4 1.4 -1.9 2.3 -0.3 -1.1 -0.9 0.3 -2.9 2.1 3.2
中間財 1.1 2.7 0.3 -0.9 -1.1 0.9 1.8 -1.1 0.7 -3.0 1.8 0.3
消費財 0.5 2.3 0.3 1.3 -3.5 4.1 -0.9 -5.2 6.6 -2.0 0.3 -2.9

耐久消費財 -2.2 1.8 0.1 1.8 -0.4 -0.3 -0.4 0.8 5.4 -6.6 1.9 -5.0
非耐久消費財 1.4 2.5 0.4 1.2 -4.4 5.5 -1.1 -7.0 7.1 -0.5 -0.3 -2.2

国内受注計 2.7 0.0 1.9 -1.0 -2.2 2.0 1.2 -0.2 0.9 -2.4 -1.5 1.7
輸出受注計 0.7 3.9 -1.3 0.0 1.9 -1.5 0.9 -4.5 4.9 -1.2 -3.4 6.9

出所：ドイツ連邦統計局  


